
〈新潟市水道局 職員採用の経緯〉

・平成12年度まで ・・・・技術職も事務職も水道局独自採用
・平成13年度から ・・・・市⾧部局一括採用（技術・事務）

☞人事をめぐる問題や職員の意欲低下など負の側面が・・・・

・平成21年度より ・・・・技術職のみを「水道局採用」に戻した!
・令和 6年度より ・・・・事務職も「水道局採用」に戻しました

新潟市水道局では
技術職も事務職も独自採用に戻しました!

➣ “水道本籍”の職員～計画的なOJTが可能に!
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新潟市水道局では リクルート活動を強化しています!

企業説明会へも積極的に参加 技術系職員も主体的にリクルート活動に参加

〈技術系職員が出身校で学生に生の声で説明〉『マイナビ転職フェア』

一例として・・・・
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組織を支える人材を育成するには
通常業務では得られない経験を積ませることが肝要

〈経験の一例〉

◆災害応援 ・・・・東日本大震災、熊本地震、能登半島地震 など

◆委員会・部会への参加 ・・・・工務常設、JWRCプロジェクト委員、
環境省受託調査研究、国交省検討会

◆職員⾧期派遣・出向 ・・・・国交省地方整備局、日本水道協会
石川県珠洲市上下水道係

◆研究発表 ・・・・全国研発、中部地方支部研発、分析化学学会
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